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の架橋蛋白である C proteinを免疫することにより筋炎を惹起する C protein-induced myositis (CIM) モデル
が開発された。このモデルでは主にCD8陽性T細胞が筋に浸潤するため，多発性筋炎のモデルと考えられている。












における L-selectinの発現が CIMの発症に重要であると考えられた。最後に，L-selectinが CIMの治療の標的
になり得るかどうかについて，L-selectinとP-selectinの阻害剤であるdendritic polyglycerol sulfate (dPGS)
を用いて検討した。野生型マウスにCIMを惹起してからdPGSを投与した群では，コントロール群に比べて有意に
筋炎が軽減した。したがって，L-selectinは CIMにおける治療の標的となり得ることが示唆された。 
以上より，多発性筋炎のモデルであるマウスCIMモデルにおいて，L-selectinはその発症に重要な役割を果た
していることが明らかになった。さらに，L-selectinは多発性筋炎の治療標的となり得ることが示唆された。 
